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±17.0 MPa，36.2±16.6 MPaであった．各因子の平均±SDは，それぞれレジンのX線吸収係数が4048.1±72.9 mgHA/cm3，
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本研究は，実験１として光干渉断層画像装置（Optical Coherence Tomography；以下 OCT）と
X線マイクロコンピュータ断層撮影装置（x-ray microcomputed tomography；以下 µCT）を用い
た非破壊試験を行うとともに，実験２として象牙質接着強さに影響を与える因子を統計的に明らか
にすることを試みたものである． 
実験１の結果，OCT と µCT の画像上に支台築造後のポスト孔内の気泡や象牙質−レジン界面に
存在するギャップを明示することができた．OCT は根管内部の対象物の構造や組成の微妙な違い
を描出するのに優れており，レジンコア内部の気泡も明瞭に描出できるのに対し，µCTは観察深度
に制限がないため，対象物の全体像を把握するのに優れていた．また，OCT によるリアルタイム
観察によりポスト孔内レジン硬化時の重合収縮に起因すると思われるギャップ形成像を動的に捉
えることができた． 
次いで実験２の一般線形モデルによる統計解析の結果，象牙質の被着対象部位（歯髄からの距離）
および歯の個体差が接着試験結果に有意な影響を及ぼす因子であることが明らかとなった．さら
に，歯の個体差を考慮に入れた線形混合モデルによる統計解析を行った結果，接着部位に加えて気
泡の有無および接着面積が新たに接着強さに有意な影響を及ぼす因子であることが明らかとなっ
た． 
以上の研究成果は，レジンのポスト孔周囲の象牙質への接着，および象牙質接着強さの評価に関
する新しい知見を与えるものであり，本研究は博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認
める． 
 
 
 
  
